
▶カタログポケット
　さくら市議会だよりは、多言語ユニバーサル情報配信ツール「カタログポケット」でも見
ることができるようになります（８月中旬予定）。
　英語や中国語など世界８言語で翻訳されている他、文章読み上げ機能もそなえています。
　詳しくは、さくら市議会のホームページをご覧ください。
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平成29年度補正予算（専決処分）の概要
（単位：円）

会計区分

補 正 額

予算総額

一般会計（第5号）

1億3,968万

176億5,759万5千

平成30年度補正予算の概要
（単位：円）

会計区分

補 正 額

予算総額

一般会計（第1号）

1,279万6千

188億4,279万6千

一般会計（第2号）

▲　622万1千

188億3,657万5千

第２回定例会のあらまし

喜連川中学校大規模改修工事
請負契約
喜連川中学校大規模改修工事
請負契約
喜連川中学校大規模改修工事
請負契約

9,083万9,083万9,083万
1億1億1億

千円千円千円66

氏家公民館運営事業氏家公民館運営事業氏家公民館運営事業 千円千円千円
万万562562562

33

駅前広場改修事業
（氏家駅西口）
駅前広場改修事業
（氏家駅西口）
駅前広場改修事業
（氏家駅西口） 千円千円千円

万万116116116
77

（水道管の防寒対策を行います）

（外壁の剥離等を改修し、生徒の安全を確保します）

（時計台を塗装改修します）
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第
2
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

喜連川中学校大規模改修工事
請負契約

9,083万
1億

千円6

氏家公民館運営事業 千円
万562

3

駅前広場改修事業
（氏家駅西口） 千円

万116
7

　平成30年第2回定例会が6月4日から6月20日まで開催され、平成30年度一
般会計補正予算等の議案13件、諮問1件、追加議案3件を、原案どおり可決、
承認、同意、5件の報告を受けました。一般質問では8名が登壇し市政を問い
ました。

・会議結果・賛否の公表については市HPをご覧ください
　「さくら市ホームページ→さくら市議会→定例会→議案審議結果」

上程された主な議案上程された主な議案 追加議案追加議案
第1号
一般会計補正予算（第2号）
主な歳入補正
〇学校施設環境改善交付金【国庫】

6,666万6千円
〇財政調整基金繰入金　　　　  3,485万5千円
〇学校整備基金繰入金　　　　　　 5,000万円
〇喜連川中学校校舎大規模改修事業費【市債】

4,530万円
主な歳出補正
〇中学校施設長寿命化改良事業

▲622万1千円

第2号
喜連川中学校大規模改修工事請負契約に
ついて
　喜連川中学校校舎の大規模改修を実施するた
め、1億9,083万6千円で工事請負契約を締結す
るものです。

600万6千円

500万6千円
100万円

116万7千円
562万3千円

一般会計補正予算（第1号）
主な歳入補正
〇財政調整基金繰入金　　　　　 
主な歳出補正
〇経営活性化支援事業　　　　　 
〇中小企業特許等取得支援事業　　 
〇駅前広場改修事業　　　　　 
〇氏家公民館運営事業　　　　　 

さくら市中小企業及び小規模企業振興基
金条例の制定について
　中小企業及び小規模企業の振興に関し、基本
理念を定め、本市の責務を明らかにするととも
に、中小企業及び小規模企業の振興に関する施
策を総合的かつ計画的に推進するため制定する
ものです。

さくら市税条例等の一部改正について
　地方税法の一部改正に伴い、固定資産税にお
けるわがまち特例の特例項目の追加、市民税の
非課税額の引き上げ及びたばこ税に係る加熱式
たばこの課税方式の見直しを段階的に行うた
め、所要の改正を行うものです。

人権擁護委員候補者の推薦
〇福田　哲　氏（草川）

あきら
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建設経済常任委員会
◎岡村　浩雅　◯若見　孝信
　小菅　哲男・角田　憲治・矢澤　功

条
例
制
定
に
あ
た
り
、
補
助
金
が
新
設
さ
れ
た

が
、
今
後
、
毎
年
予
算
化
す
る
の
か
。

実
績
に
応
じ
、
次
年
度
以
降
も
予
算
化
す
る
。

QA
今
年
度
は
、
上
限　

万
円
の
5
件
で
1
0
0
万

20

円
と
し
た
。
ま
た
、
予
算
枠
超
過
時
は
対
応
を

検
討
す
る
。

A 平
成　

年
度
さ
く
ら
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

30

1
号
）
所
管
分
に
つ
い
て

中
小
企
業
者
、
金
融
機
関
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
の
努
力
義
務
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
具

体
的
な
働
き
か
け
は
あ
る
の
か
。

条
例
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
旨
の
徹
底
、
関
係

団
体
へ
の
内
容
周
知
に
努
め
る
。

※
実
質
的
な
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

QA
中
小
企
業
特
許
等
取
得
支
援
事
業
補
助
金
の
申

請
は
何
件
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

Q

経
営
活
性
化
支
援
事
業
補
助
金
は
商
工
会
加

入
者
が
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
認

定
審
査
会
に
お
い
て
審
査
内
容
を
審
議
す
る
際
、
十

分
に
留
意
す
る
。

A
国
や
県
等
の
補
助
金
と
経
営
活
性
化
支
援
事
業

補
助
金
の
二
重
交
付
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
は
。

Q

建
設
経
済
常
任
委
員
会

○
上
阿
久
津
台
地
区
画
整
理
事
業

地
内

○
さ
く
ら
テ
ラ
ス

○
瀧
澤
家
住
宅

さ
く
ら
市
中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

上阿久津台地区画整理事業地内

現
地
調
査

氏
家
駅
西
口
に
あ
る
時
計
台
の
塗
装
修
繕
で

あ
る
。

A
駅
前
広
場
改
修
事
業
の
内
容
は
。

Q

上阿久津上町彫刻屋台（さくらテラス）
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総務常任委員会
◎笹沼　昭司　◯加藤　朋子
　石原　孝明・石岡　祐二・渋井　康男・手塚　定

文教厚生常任委員会
◎大河原　千晶　◯福田　克之
　永井　孝叔・大橋　悦男・鈴木　恒充・小堀　勇人

総
務
常
任
委
員
会
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

氏
家
公
民
館
の
水
道
管
改
修
工
事
費

の
見
積
も
り
方
法
は
。

修
理
業
者
か
ら
徴
収
し
た
概
算
見
積

書
の
内
容
を
、
専
門
職
員
が
精
査
し

て
積
算
し
た
金
額
で
あ
る
。

QA
当
該
水
道
管
（
破
裂
）
の
保
温
・
防

寒
対
策
は
。

Q
水
道
管
の
点
検
は
し
て
い
た
の
か
。

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
さ
く
ら
市

12

30

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

今
回
の
破
裂
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で

あ
り
、
工
事
仕
様
に
つ
い
て
は
、
万

全
の
手
法
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

AQ
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
歪
み
や
経
年

劣
化
に
関
し
て
は
認
識
し
て
い
た
が
、

そ
れ
ま
で
の
使
用
に
は
問
題
が
な
く
、
こ

の
部
分
に
関
し
て
は
慎
重
に
様
子
を
見
て

い
た
。

A

○
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

○
さ
く
ら
テ
ラ
ス

○
氏
家
公
民
館

○
喜
連
川
中
学
校

○
金
鹿
小
学
校
跡
地

現
地
調
査

　

歳
入
の
繰
入
金
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
さ
く
ら
市
一
般
会

12

30

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

平昌パラリンピックメダリスト「村岡桃佳選手」のチェア（アルペン）スキー（さくらテラス）
【解説者：平昌パラリンピック日本代表スタッフ「山森信子氏」】

○
さ
く
ら
テ
ラ
ス

○
瀧
澤
家
住
宅

○
金
鹿
小
学
校
跡
地

○
鮎
小
屋（
道
の
駅
き
つ
れ
が
わ
）

現
地
調
査
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現
状
と
要
支
援
者
が
把

握
で
き
な
い
場
合
の
対

応
は
。
Q

平
成　

年
度
か
ら
名
簿

27

の
整
備
を
し
、
平
成　
29

年　

月
に
再
度
、
災
害
時
避

12
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ
の

A
情
報
提
供
同
意
率
の
向
上
に
努
力

登
載
対
象
と
な
る
2
、7
8

4
名
に
名
簿
提
供
の
同
意
を

得
る
た
め
の
、
災
害
時
避
難

行
動
支
援
プ
ラ
ン
を
送
付
し

た
。
4
月
末
現
在
で
の
同
意

者
は
1
、1
2
3
名
で
あ
り
、

要
支
援
対
象
者
全
体
の
約　
40

％
で
あ
る
。
同
意
者
名
簿
は

公
文
書
に
対
す
る
考
え

方
、
位
置
付
け
、
保
管
、

ま
た
今
後
の
管
理
の
在
り
方

は
。 Q

公
文
書
は
、
さ
く
ら
市

文
書
取
扱
規
程
に
基
づ

A

き
、
各
課
の
文
書
管
理
主
任

で
あ
る
課
長
補
佐
を
中
心
に
、

適
正
で
円
滑
な
処
理
を
確
保

し
て
い
る
。

　

文
書
取
扱
規
程
第
2
条
に

お
い
て
「
文
書
等
は
、
職
員

が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

一 般 質 問 ここが聞きたい

福田　克之
　　　　　　　議員

QRコード
（動画配信）

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
つ
い
て

公
文
書
管
理
に
つ
い
て

得
し
た
文
書
及
び
図
画
並
び

に
電
磁
的
記
録
で
あ
っ
て
、

職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も

の
と
し
て
、
市
長
が
保
有
し

て
い
る
も
の
を
い
う
。」と
規

定
さ
れ
て
い
る
。

　

完
結
文
書
は
保
存
年
限
ま

で
旧
喜
連
川
高
校
で
保
存
さ

れ
、
保
存
年
限
が
到
来
し
た

一般質問の自粛について　小菅議長・石原副議長・矢澤議会運営委員会委員長は議会の円滑な進行のため、また、

警
察
署
、
消
防
署
、
民
生
委

員
、
自
主
防
災
組
織
に
提
供

し
、
平
常
時
か
ら
の
見
守
り

や
災
害
時
の
支
援
体
制
の
整

備
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
窓
口
で
の
制
度

説
明
や
、
よ
り
わ
か
り
や
す

い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
な

ど
周
知
に
努
め
る
。
ま
た
民

生
委
員
や
自
主
防
災
組
織
の

方
々
の
協
力
を
得
て
、
同
意

者
の
増
加
を
図
って
い
き
た
い
。

文
書
は
原
則
廃
棄
を
す
る
が
、

歴
史
的
に
価
値
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
文
書
に
つ
い
て
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
専
門
の
職

員
が
そ
の
価
値
を
判
断
し
歴

史
公
文
書
と
し
て
保
存
を
し

て
い
る
。

　

管
理
は
フ
ァ
イ
ル
基
準
表

に
基
づ
き
簿
冊
で
整
理
し
、

保
管
状
況
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら

確
認
で
き
る
。
今
後
は
文
書

そ
の
も
の
の
電
子
化
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

再
犯
防
止
推
進
法
に
つ
い
て

さ
く
ら
市
と
し
て
の
考

え
方
は
。

Q
地
方
再
犯
防
止
推
進

計
画
の
策
定
が
努
力

義
務
と
な
っ
た
。
就
労
、

住
居
、
福
祉
、
教
育
な
ど

総
合
的
な
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
り
、
今
後
は
国
や

県
の
動
向
等
を
踏
ま
え
て
、

A

保
護
司
や
民
生
児
童
委
員

と
連
携
、
協
力
し
な
が
ら

再
犯
防
止
に
努
め
る
。
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一 般 質 問 ここが聞きたい

QRコード
（動画配信）

若見　孝信
　　　　　　　議員

平
成　

年
度
の
利
用
者

27

数
の
合
計
は
約　

万
1
、

68

0
0
0
人
。
売
上
額
は
計
4

億
1
、9
0
0
万
円
。
平
成

　

年
度
の（
4
月　

日
以
降
）

29

20

利
用
者
は
1
0
1
万
8
、0

0
0
人
。
売
上
額
は
計
7
億

4
、8
0
0
万
円
。
各
年
度

を
対
比
す
る
と
、
合
計
利
用

者
数
は
1
・
5
倍
、
売
り
上

げ
は
1
・
7
倍
。

A
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
と
後

で
の
利
用
者
数
等
に
つ

い
て
。
Q

合
計
利
用
者
数
は
1
・
5
倍
、
売
り
上
げ
は
1
・

7
倍

イ
チ
ゴ
狩
り
や
芋
掘
り

体
験
が
で
き
る
観
光
農

A
今
後
の
利
用
者
増
加
対

策
に
つ
い
て
。

Q

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

道
の
駅
き
つ
れ
が
わ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
状
況
に
つ
い
て

※　グランピング
　　ホテル並みの設備やサービ
スを利用しながら、自然の
中で快適に過ごすキャンプ
のこと。

◯
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

被
害
者
対
策
に
つ
い
て

その他の質問

今
後
の
展
示
内
容
等
に

つ
い
て
。

Q 駅
前
交
流
拠
点
に
つ
い
て

利
用
目
的
は
、
平
成　

年
度

27

か
ら
の
3
年
間
に
お
い
て
は
、

商
品
販
売
が
全
体
の　

％
、

44

ス
ポ
ー
ツ
関
連
イ
ベ
ン
ト
が

　

％
、
コ
ン
サ
ー
ト
と
お
祭

16り
の　

％
で
あ
る
。

14

利
用
団
体
数
、
利
用
者

数
と
延
べ
利
用
日
数
は
、

平
成　

年
度
が　

団
体
、
約

26

15

1
万
9
、2
0
0
人
、
1
4

1
日
。
平
成　

年
度
が　

団

27

21

体
、
約
1
万
8
、2
0
0
人
、

1
3
5
日
。
平
成　

年
度
が

28

　

団
体
、
約
1
万
1
、8
0

130
人
、
1
0
3
日
。
平
成　
29

年
度
は
、
駅
前
交
流
拠
点
施

設
整
備
工
事
の
た
め
9
月
ま

で
の
半
年
で　

団
体
、
約
8
、

16

0
0
0
人
、　

日
で
あ
る
。

68

さ
く
ら
ス
ク
エ
ア
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
。

Q

運
営
に
つ
い
て
。

Q
現
在
、
販
売
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
は
道
の
駅
職

員
を
1
名
配
置
し
て
、
さ
く

ら
ブ
ラ
ン
ド
を
始
め
と
す
る

市
特
産
品
等
を
販
売
中
で
あ

る
。
観
光
案
内
な
ど
は
、
市

の
臨
時
職
員
と
氏
家
観
光
協

会
職
員
と
で
対
応
し
て
い
る
。

A

園
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
等

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
視
野

に
、
※

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
要

素
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
と
し
て
リ

バ
ー
サ
イ
ド
に
広
が
る
自
然

の
魅
力
を
活
用
し
た
仕
掛
け

を
考
え
て
い
き
た
い
。

上
阿
久
津
屋
台
の
展
示

に
合
わ
せ
、
8
月
末
日

ま
で
お
囃
子
の
披
露
を
毎
週

末
行
う
予
定
。
そ
の
期
間
は

情
報
館
、
展
示
館
双
方
を
活

用
し
て
、
夏
祭
り
や
花
火
大

会
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
行
わ

れ
る
「
魔
法
の
美
術
館
」
な

ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

他
に
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
る
場
所
と
し
て
の
活
用
を

考
え
て
い
る
。

A

A

手塚監査委員は立場上、議案・事業内容を細かく審議できるため、申し合わせにより一般質問を自粛しています。

バーベキュー施設（水辺公園）
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食
育
教
育
、
農
業
体
験

を
行
い
、
地
産
地
消
を

効
果
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
学
校
給
食
は
無

償
化
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば

米
に
つ
い
て
は
市
で
負
担
す

A

食
育
教
育
、
農
業
体
験
を
行
い
、
地
産
地
消
を
効
果
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い

一 般 質 問 ここが聞きたい

※　ＨＡＣＣＰ
　　原材料から最終製品に至る
食品の製造工程で衛生、品
質を管理するシステムのこと。

永井　孝叔 
　　　　　　　議員

QRコード
（動画配信）

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

広
報
さ
く
ら
や
観
光
情

報
を
自
動
翻
訳
で
き
る

ア
プ
リ
、
カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ

ト
を
導
入
す
る
。

　

国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て

A 国
際
化
の
推
進
に
つ
い
て

食
育
の
推
進
及
び
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
内
に
は
3
、1
8
0

基
の
防
犯
灯
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
各
地
域
で
は
見

守
り
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
道
路
改
良
の
要
望

が
あ
っ
た
「
新
堀
川
用
水
法

A

面
崩
落
地
区
」
に
つ
い
て
は
、

安
全
・
安
心
の
確
保
を
考
え
、

今
後
計
画
的
に
何
回
か
に
分

け
て
実
施
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。

は
、
今
年
1
月
に
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ミ
ナ
レ
ス

中
学
校
と
姉
妹
校
を
締
結
し

た
。
ま
た
、
8
月
に
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
レ
ニ
ー
ス

テ
ー
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
の

締
結
を
調
整
し
て
い
る
。

昨
年
か
ら
、
健
診
未
受

診
の
理
由
調
査
を
行
っ

A が
ん
と
共
生
で
き
る
社
会
づ
く
り
に

つ
い
て

世
界
を
視
野
に
入
れ
た

ま
ち
づ
く
り
は
。

Q
今
後
、
が
ん
対
策
は
。

Q

て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
事
業
を
開

始
し
て
い
る
。

子
育
て
環
境
の
向
上
を

目
指
す
た
め
に
、
食
育

の
推
進
及
び
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

Q
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

Q

新堀川用水法面崩落地区

る
と
い
っ
た
部
分
的
な
給
食

費
補
助
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
の
観

点
か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
※

H
A
C
C
P
の
認
証

に
つ
い
て
も
推
進
し
た
い
。
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一 般 質 問 ここが聞きたい

QRコード
（動画配信）

岡村　浩雅 
　　　　　　　議員

I
C
T
活
用
の
さ
ら
な
る
指
導
の
強
化
、
充
実

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

た
、
文
科
省
、
総
務
省
、
経

産
省
が
提
供
す
る
未
来
の
学

び
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お

い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
具
体
的
な
取
り
組
み
事

例
が
順
次
掲
載
さ
れ
る
こ
と

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

今
後
ど
の
よ
う
な
内
容

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
を
推
進
し

て
い
く
の
か
。

ま
た
本
市
に

お
け
る
導
入

へ
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

Q
平
成　
30

年
3
月

に
公
表
さ
れ

た
小
学
校
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
手

引
に
基
づ
き

準
備
を
進
め

て
い
く
。
ま

A

特
に
規
定
や
基
準
は
な

い
。

A 公
園
整
備
に
つ
い
て

公
園
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ

ン
コ
、
鉄
棒
、
タ
ー
ザ

ン
ロ
ー
プ
な
ど
遊
具
の
偏
り

が
あ
る
。
公
園
遊
具
の
設
置

基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。 Q

教
育
現
場
に
お
け
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
使
用
等
の
I

C
T
活
用
の
現
状
に
つ
い
て
。

パ
ソ
コ
ン
教
育
用
に
各

小
学
校
に
パ
ソ
コ
ン　
40

台
、
氏
家
中
学
校
に　

台
、

37

喜
連
川
中
学
校
に　

台
設
置
、

35

昨
年
度
の
パ
ソ
コ
ン
機
器
の

更
新
時
に
あ
わ
せ
て
、
押
上

小
学
校
、
熟
田
小
学
校
、
上

松
山
小
学
校
、
南
小
学
校
の

パ
ソ
コ
ン
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
兼

用
型
の
機
種
に
変
更
。
又
、

電
子
黒
板
を
平
成　

年
度
に

22

近
隣
市
町
に
先
駆
け
て
全
教

室
、
特
別
教
室
に
設
置
し
て

い
る
。

◯
中
小
企
業
の
設
備
投
資
促
進
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
支
援
策

に
つ
い
て

その他の質問

街
区
公
園
に
お
い
て
、

子
育
て
世
代
が
多
い
地

Q

今
後
新
た
な
遊
具
設
置

に
つ
い
て
は
、
住
民
の

要
望
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
現

状
を
踏
ま
え
て
、
地
域
的
に

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
公
園
整

備
に
努
め
て
い
く
。

A

QA

「プログラミングデーin那須町」の様子

域
に
は
、
子
ど
も
に
人
気
の

滑
り
台
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
や

ブ
ラ
ン
コ
を
優
先
配
置
す
べ

き
で
は
。

に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
累

積
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
を
学
習
計
画
に
位
置
づ
け

る
た
め
の
参
考
に
し
た
い
。

2
0
2
0
年
の
本
格
導
入
に

向
け
て
移
行
期
間
と
さ
れ
る

こ
の
2
年
間
を
試
行
段
階
と

し
て
、
実
践
事
例
を
ふ
や
す

と
と
も
に
、
情
報
収
集
、
調

査
研
究
に
努
め
、
ス
ム
ー
ズ

な
導
入
に
向
け
て
計
画
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
。
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子
育
て
支
援
、
さ
ら
な
る
進
化
を

一 般 質 問 ここが聞きたい

加藤　朋子
　　　　　　　議員

QRコード
（動画配信）

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

情
報
伝
達
の
系
統
と
浸

透
に
関
す
る
現
状
分
析

と
対
策
は
。

Q
広
報
さ
く
ら
の
利
用
度

が
圧
倒
的
で
あ
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
限

り
、
行
政
情
報
は
あ
る
程
度
、

不
足
な
く
市
民
に
届
い
て
い

る
と
の
デ
ー
タ
も
あ
る
が
、

今
後
と
も
情
報
発
信
力
の
強

化
に
努
め
、
行
政
情
報
が
量

的
、
質
的
に
市
民
に
十
分
届

く
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を

用
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。 A

骨
髄
バ
ン
ク
ド

ナ
ー
の
現
状
は

ド
ナ
ー
支
援
制
度
構
築

後
の
実
績
と
今
後
の
展

望
は
。
Q

平
成　

、　

年
度
、
両

28

29

年
と
も
申
請
は
な
か
っ

た
。

　

引
き
続
き
、
骨
髄
バ
ン
ク

へ
の
登
録
や
さ
く
ら
市
骨
髄

移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
を
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
献
血

時
の
推
奨
を
通
し
て
、
継
続

し
て
い
く
。

A

当
市
は
子
育
て
支
援
に

関
し
て
は
か
な
り
充
実

し
て
い
る
と
評
価
を
受
け
て

い
る
も
の
の
、

未
だ
未
整
備
の

部
分
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
今

後
の
拡
充
策
を

問
う
。
保
育
園

に
お
け
る
加
配

は
。 Q

病
児
保
育

は
。

Q

対
応
可
能
な
方
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

A

子
ど
も
医
療
費
圧
縮
策

は
。

Q
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
お
い
て
適
正
受
診
の

啓
発
に
引
き
続
き
努
め
て
い

き
た
い
。

A

さ
ら
に
調
査
・
研
究
を
し
対
処
し
て
い
く

行
政
情
報
は

行
き
渡
っ
て

い
る
の
か

さ
ら
な
る

追
加
配
置

が
望
ま
れ
て
い

る
現
状
に
あ
る
。

A
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一 般 質 問 ここが聞きたい

QRコード
（動画配信）

石岡　祐二
　　　　　　　議員

①
今
年
度
は
2
名
を
採

用
し
、
全
体
で　

名
、

10

雇
用
率
は
2
・　

％
で
県
内

97

A

①
市
役
所
全
体
の
雇
用

人
数
と
雇
用
率
は
。

②
今
後
の
障
が
い
者
雇
用
の

取
り
組
み
や
展
望
は
。

③
市
内
の
民
間
企
業
の
障
が

Q
雇
用
促
進
を
図
っ
て
い
く

障
が
い
者
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

で
も
高
い
ラ
ン
ク
に
。

②
就
労
支
援
を
行
って
い
る
機

関
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
今

後
も
継
続
的
な
雇
用
に
努
め
る
。

③
現
在
把
握
で
き
る
栃
木
県

全
体
の
数
字
で
は
、
平
成　
29

年
6
月
1
日
時
点
の
障
が
い

者
雇
用
率
は
1
・　

％
で
全

98

国
平
均
と
同
程
度
で
あ
る
。

①
さ
く
ら
市
に
お
け
る

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
交

付
額
は
。

②
利
用
税
の
一
部
を
関
係
事

業
に
支
出
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

Q ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い
て

①
合
併
以
降

最
も
多
い
交

付
額
は
、
平
成　
21

年
度
の
1
億
5
3

8
万
円
で
、
そ
の

後
は
減
少
傾
向
に

あ
る
。

②
さ
く
ら
未
来
塾

の
わ
く
わ
く
体
験

コ
ー
ス
の
中
の
メ

ニ
ュ
ー
に
、
7
月

と　

月
に
、
ゴ
ル

11
フ
場
の
施
設
を
利

用
し
ゴ
ル
フ
体
験

A

等
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

体
育
協
会
や
ゴ
ル
フ
連
盟
、

ゴ
ル
フ
場
と
も
連
携
し
事
業

展
開
の
可
能
性
を
研
究
し
て

い
く
。

給
食
セ
ン
タ
ー
及
び
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

①
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
計
画
の
現
状
は
。

②
延
期
の
理
由
や
今
後
の
方
針

③
場
所
の
選
定
は
。

④
給
食
費
の
無
料
化
を
実
施

し
た
場
合
の
予
算
規
模
は
。

⑤
現
在
給
食
費
の
未
払
い
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

Q

①
現
在
最
大
の
事
業
で

あ
り
一
定
期
間
を
使
っ

て
、
考
察
や
配
慮
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

②
調
理
員
問
題
や
衛
生
面
で

の
ド
ラ
イ
運
用
等
が
確
保
さ

れ
当
初
よ
り
先
延
ば
し
が
可

能
と
な
っ
た
。

③
喜
連
川
工
業
団
地
が
有
望

と
な
っ
て
い
る
が
、
許
す
限

A

り
検
討
し
て
い
く
。

④
給
食
費
は
施
設
費
や
光
熱

費
、
人
件
費
を
市
が
負
担
し
、

食
材
費
の
み
保
護
者
か
ら
負

担
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
無

料
化
に
は
、
約
1
億
9
、2

0
0
万
円
か
か
る
。

⑤
給
食
費
の
未
払
い
は　

万
46

6
、5
6
4
円
で
あ
る
。

い
者
雇
用
率
と
推
移
は
。



● さくら市議会だより　No.5413

大河原 千晶
　　　　　　　議員

QRコード
（動画配信）

食
生
活
、
効
率
性

等
を
優
先
し
た
一

部
の
食
品
製
造
、
流
通
、

農
業
生
産
活
動
等
が
環

境
に
負
荷
を
与
え
て
い

る
一
方
で
、
環
境
の
変

化
が
農
業
生
産
面
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
。

環
境
と
農
業
は
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
だ
が
、

市
と
し
て
課
題
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
か
。

①
有
機
農
業
に
対
す
る

支
援
策
の
考
え
は
。

②
循
環
社
会
の
構
築
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

Q

①
国
庫
補
助
事
業
で
あ

る
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
事
業
に
よ
り
、
カ

バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付
、
堆

肥
の
施
用
、
有
機
農
業
、
冬

期
湛
水
等
を
行
う
市
内
2
団

体
に
対
し
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た

同
事
業
の
有
機
農
業

へ
の
取
り
組
み
で
は
、

ア
イ
ガ
モ
を
使
っ
た

除
草
や
、
豚
の
ふ
ん

を
使
用
し
た
土
づ
く

り
に
よ
る
野
菜
の
栽

培
も
行
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
有
機
農
業

を
推
進
す
る
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
事

業
が
あ
り
、
堆
肥
な

ど
に
よ
る
土
づ
く
り
、

化
学
肥
料
お
よ
び
農

薬
の
使
用
量
削
減
を

一
体
的
に
行
っ
て
い

A

さ
く
ら
市
の
こ
れ
か
ら
の
農
業
と

環
境
に
つ
い
て

一 般 質 問 ここが聞きたい

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

環
境
保
全
型
農
業
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

る
。
市
で
は
平
成　

年
度
1

28

7
6
名
が
認
定
を
受
け
て
い

る
。

②
第
2
次
さ
く
ら
市
環
境
基

本
計
画
で
C
O
2

排
出
の
抑

制
や
※

5
R
を
推
進
し
て
い

る
。

　

農
業
分
野
で
は
、
国
の
産

地
交
付
金
を
活
用
し
、
市
農

業
再
生
協
議
会
が
耕
種
農
家

と
畜
産
農
家
の
連
携
を
図
っ

て
い
る
。
主
食
用
米
の
生
産

減
少
に
よ
り
、
畜
産
農
家
の

稲
わ
ら
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
飼
料
用
米
の
刈
り
取

り
後
の
わ
ら
を
畜
産
農
家
へ

提
供
し
た
り
、
耕
作
放
棄
地

の
抑
制
の
た
め
、
水
田
で
粗

飼
料
作
物
を
作
っ
て
、
牛
を

放
牧
し
た
り
、
家
畜
排
せ
つ

物
を
堆
肥
と
し
て
散
布
し
て
、

地
力
の
向
上
と
処
理
費
軽
減

を
図
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

美
し
い
里
山
風
景
を
維

持
、
存
続
さ
せ
る
た
め

の
方
策
は
。

Q
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

等
を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
て
、
中
山
間
地
へ
の
移

住
・
定
住
の
促
進
、
耕
作
放

棄
地
解
消
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

A
農
産
物
売
り
上
げ
1
・

2
倍
と
の
関
連
性
は
。

Q
付
加
価
値
の
高
い
有
機

農
産
物
が
市
内
で
き
ち

ん
と
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
1
・
2
倍
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。

A

※　５Ｒ
　　ごみを減らす　５つのＲ
　　Refuse（リフューズ）・・・・・
　　断ること
　　Reduce（リデュース）・・・・・
　　減らすこと
　　Reuse（リユース）・・・・・・・・
　　繰り返し使うこと
　　Repair（リペアー）・・・・・・・
　　直すこと
　　Recycle（リサイクル）・・・・・
　　再資源化
　　

冬期湛水
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一 般 質 問 ここが聞きたい

QRコード
（動画配信）

支
え
合
う
新
た
な
共
助
の
仕
組
み

※

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
活
用

に
つ
い
て

御用堀

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

笹沼　昭司 
　　　　　　　議員

Q
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
社
会
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
公

助
か
ら
共
助
へ
と
い
う
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
概

念
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。最

近
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

に
よ
る
民
泊
や
シ
ェ
ア

カ
ー
が
急
速
に
普
及
し
て
い

る
と
聞
く
。
個
人
資
産
な
ど

を
共
用
し
て
、
有
効
に
使
う

考
え
方
は
時
宜
に
か
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
民
間
事

業
者
と
地
方
公
共
団
体
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
づ

A

◯
災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◯
新
た
な
農
地
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

その他の質問

お
丸
山
の
整
備
と
御
用
堀
に
つ
い
て

桜
の
園
と
し
て
の
見
本

園
の
よ
う
な
場
所
に
な

ら
な
い
か
考
え
て
お
り
、
北

側
斜
面
は
保
安
林
と
し
て
の

制
限
は
あ
る
が
、
択
伐
と
い

う
方
式
を
用
い
な
が
ら
、
で

き
る
限
り
針
葉
樹
か
ら
桜
な

ど
、
広
葉
樹
へ
の
樹
種
転
換

を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
南

側
斜
面
を
魅
力
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
、
何
本
か
桜
の
植

栽
を
考
え
つ
つ
、
シ
バ
ザ
ク

ラ
な
ど
草
花
等
の
導
入
が
可

能
か
、
定
植
試
験
を
実
施
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

さ
く
ら
市
ま
ち
な
か
魅
力
向

上
委
員
会
や
桜
会
議
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
し

A

て
い
く
。

桜
や
北
側
、
南
側
斜
面

の
植
栽
計
画
は
。

Q

沿
い
の
あ
る
程
度
の
エ
リ
ア

の
統
一
性
や
持
続
性
を
意
識

し
た
景
観
の
創
出
を
目
指
し
、

住
民
合
意
に
向
け
、
要
綱
等

の
策
定
も
検
討
し
て
い
く
。

御
用
堀
の
錦
鯉
の
放
流

を
停
止
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
手
立
て
と
、

堀
沿
い
の
黒

塀
の
維
持
と

更
新
に
つ
い

て
の
補
助
は
。

Q
安
定
し

た
通
水

と
水
深
の
確

保
を
図
る
た

め
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か

ら
検
証
し
て

い
く
。
黒
塀

は
景
観
計
画

重
点
地
区
と

し
て
、
通
り

A

く
り
に
は
注
目
し
て
い
る
。

例
え
ば
必
要
な
と
き
に
シ
ェ

ア
で
き
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な

ど
は
活
用
し
て
い
き
た
い
。

※　シェアリングエコノミー
　　物・サービス・場所などを、
多くの人と共有・交換して
利用する社会的な仕組み。
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議
会
レ
ポ
ー
ト
・
議
会
の
動
き

議会レポート・議会の動き
5
月

　

日　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
行
政
視
察

14

（　

日
～　

日
）

14

16

　
　
　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察

（　

日
～　

日
）

14

16

　

日　

県
都
市
監
査
委
員
会
総
会

16
　

日　

第　

回
喜
連
川
商
工
会
通
常
総
会

18

59

　

日　

駅
前
交
流
拠
点
完
成
記
念
式
典

20
　

日　

議
会
運
営
委
員
会
（
第
2
回
定
例

21

会
）

　

日　

さ
く
ら
市
区
長
会
総
会

22
　

日　

氏
家
商
工
会
第　

回
通
常
総
会

23

58

　
　
　

関
東
都
市
監
査
委
員
会
定
期
総
会

　

日　

議
員
全
員
協
議
会
（
第
2
回
定
例

24

会
）

　
　
　

県
道
蛭
田
喜
連
川
線
改
修
促
進
期

成
同
盟
会
総
会

　
　
　

議
会
報
告
会
運
営
会
議

　
　
　

議
会
報
告
会
検
討
委
員
会

　

日　

県
北
五
市
議
長
会
議

25
　

日　

塩
野
谷
農
業
協
同
組
合
第　

回
通

26

20

常
総
代
会

　
　
　

第　

回
き
つ
れ
川
ポ
ピ
ー
ま
つ
り

15

　

日　

第　

回
さ
く
ら
市
少
年
少
女
レ
ス

27

13
リ
ン
グ
大
会

　

日　

一
般
財
団
法
人
さ
く
ら
市
観
光
施

28

設
管
理
協
会
理
事
会

　
　
　

例
月
現
金
出
納
検
査

　

日　

第　

回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

30

94
総
会

　
　
　

第　

回
喜
連
川
観
光
協
会
総
会

46

6
月

4
日　

第
2
回
定
例
会
開
会

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

　
　
　

議
会
報
告
会
運
営
会
議

　
　
　

氏
家
法
人
会
さ
く
ら
支
部
第
6
回

全
体
会
議

6
日　

下
野
新
聞
社
創
刊
1
4
0
周
年
記

念
式
典

8
日　

第
2
回
定
例
会
一
般
質
問

9
日　

氏
家
中
学
校
運
動
会

　
　
　

喜
連
川
中
学
校
体
育
祭

　
　
　

知
事
と
語
ろ
う
！
と
ち
ぎ
元
気

フ
ォ
ー
ラ
ム　

さ
く
ら

in

　

日　

き
つ
れ
川
の
鮎
ま
つ
り

10
　

日　

第
2
回
定
例
会
一
般
質
問

11
　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
検
討
委
員
会

　
　
　

議
会
報
告
会
検
討
委
員
会

　

日　

第
2
回
定
例
会
文
教
厚
生
常
任
委

12

員
会

　

日　

第
2
回
定
例
会
建
設
経
済
常
任
委

13

員
会

　
　
　

さ
く
ら
市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
　
　

さ
く
ら
地
区
防
犯
協
会
総
会

　

日　

第
2
回
定
例
会
総
務
常
任
委
員
会

14
　
　
　

さ
く
ら
市
立
中
学
校
国
際
交
流
事

業
団
結
式

　

日　

氏
家
観
光
協
会
総
会

15
　

日　

寛
方
・
タ
ゴ
ー
ル
会
総
会

16
　
　
　

櫻
井
伸
彰
氏
旭
日
双
光
章
祝
賀
会

　

日　

さ
く
ら
市
消
防
団
夏
季
点
検

17
　
　
　

第　

回
消
防
ポ
ン
プ
操
法
協
議
会

14

　

日　

第
2
回
定
例
会
閉
会

20
　
　
　

議
会
報
告
会
運
営
会
議

　

日　

荒
川
河
川
改
修
促
進
同
盟
会
総
会

21
　
　
　

主
要
地
方
道
大
田
原
氏
家
線
改
修

促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
　

1
周
年
記
念　

懐
か
し
の
レ
コ
ー

ド
サ
ロ
ン

　

日　

第
1
回
塩
谷
市
町
村
議
会
議
長
会

22

議

　

日　
「
元
気
の
で
る
里
」
開
所
式
典

25
　
　
　

決
算
審
査

　
　
　

例
月
現
金
出
納
検
査

　

日　

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

26
　
　
　
（　

日
～　

日
）

26

28

　

日　

第　

回
塩
谷
地
区
小
学
校
陸
上
競

27

54
技
大
会

　
　
　

福
島
県
浅
川
町
議
会
視
察
来
訪

議
会
の
動
き

※ご来場の際は、「道の駅きつれがわ」の駐車場をご利用ください。
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議会レポート・議会の動き
　

第　

回
定
期
総
会
開
催

296
県
市
議
会
議
長
会
議

平
成　

年
４
月　

日

30

17

表
彰

各
種
委
員
会
等

●
さ
く
ら
市
消
防
団
辞
令
交

付
式

　

４
月
７
日

・
笹
沼　

昭
司　

議
員

・
小
菅　

哲
男　

議
員

・
渋
井　

康
男　

議
員

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
状

・
加
藤　

朋
子　

議
員

・
渋
井　

康
男　

議
員

・
角
田　

憲
治　

議
員

・
手
塚　
　

定　

議
員

全国市議会議長会表彰

議
会
レ
ポ
ー
ト
・
議
会
の
動
き

　

第　

回
定
期
総
会
開
催

84
関
東
市
議
会
議
長
会
議

平
成　

年
４
月　

日

30

24

全
国
市
議
会
議
長
会
議

平
成　

年
５
月　

日

30

30

●
さ
く
ら
市
観
光
施
設
管
理

協
会
理
事
会

　

５
月　

日
28

・
石
原　

孝
明　

副
議
長

・
角
田　

憲
治　

議
員

全
国
市
議
会
議
長
会
感
謝
状

・
小
菅　

哲
男　

議
長

4
月

2
日　

辞
令
交
付
式

4
日　

市
道
K
2
0
1
2
号
開
通
式

5
日　

さ
く
ら
市
遺
族
会
総
会

6
日　

さ
く
ら
清
修
高
等
学
校
入
学
式

　
　
　

さ
く
ら
総
合
専
門
学
校
入
学
式

7
日　

さ
く
ら
市
消
防
団
辞
令
交
付
式

8
日　

第　

回
き
つ
れ
川
商
工
桜
ま
つ
り

23

　
　
　

第　

回
氏
家
ゆ
う
ゆ
う
パ
ー
ク
桜
ま
つ
り

10
開
会
式

　
　
　

第
4
回
上
阿
久
津
や
ひ
ょ
う
桜
公
園
さ
く

ら
祭

　

日　

さ
く
ら
市
立
中
学
校
入
学
式

10
　

日　

さ
く
ら
市
立
小
学
校
入
学
式

11
　

日　

さ
く
ら
市
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

13
　

日　

議
員
全
員
協
議
会

16
　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

　
　
　

議
会
報
告
会
検
討
委
員
会

　

日　

第
2
9
6
回
栃
木
県
市
議
会
議
長
会

17
　

日　

さ
く
ら
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
総
会

18
　

日　

議
会
広
報
委
員
会

19
　

日　

さ
く
ら
市
子
ど
も
会
連
合
会
総
会

22
　

日　

議
会
広
報
委
員
会

23
　

日　

第　

回
関
東
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

24

84

　

日　

例
月
現
金
出
納
検
査

25
　

日　

栃
木
県
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

28
　

日　

さ
く
ら
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
友
の
会
総
会

295
月

8
日　

さ
く
ら
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
総
会

　
　
　

広
報
委
員
会
先
進
地
視
察
（
8
日
～
9
日
）

　

日　

さ
く
ら
市
国
際
交
流
協
会
定
期
総
会

10
　
　
　

県
道
蛭
田
喜
連
川
線
促
進
期
成
同
盟
会
決

算
監
査

　
　
　

主
要
地
方
道
大
田
原
氏
家
線
促
進
期
成
同

盟
会
決
算
監
査

　

日　

国
立
き
ぬ
川
学
院
園
遊
会

11
　

日　
「
道
の
駅
き
つ
れ
が
わ
観
光
や
な
」
店
舗
内

12

覧
会

議
会
の
動
き

議員年金について　地方議会議員年金制度は、昨今の厳しい財政の状況を踏まえ、
　　　　　　　　　平成23年　月　日をもって廃止されました。6 1

視
察
来
訪

●
６
月　

日
27

　

福
島
県
浅
川
町
議
会
議
員

　

名
が
「
廃
校
施
設
の
利
活

12用
」
に
つ
い
て
視
察
に
訪
れ

ま
し
た
。

杉インテリア木工館（旧穂積小学校）

監
査

●
例
月
現
金
出
納
検
査

　

４
月　

日
25

　

５
月　

日
28

　

６
月　

日
25

・
手
塚　
　

定　

議
員

●
県
都
市
監
査
委
員
会
総
会

　

５
月　

日
16

・
手
塚　
　

定　

議
員

●
関
東
都
市
監
査
委
員
会

　

定
期
総
会

　

５
月　

日
23

・
手
塚　
　

定　

議
員

●
決
算
審
査

　

６
月　

日
25

・
手
塚　
　

定　

議
員

関東都市監査委員会定期総会

　

第　

回
定
期
総
会
開
催

94

議場見学の様子

・
６
月
７
日　
喜
連
川
小
学
校

・
６
月　

日　

南
小
学
校

11

・
６
月　

日　

熟
田
小
学
校

15

議
場
見
学

　
　
　
（
小
学
３
年
生
）
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　菊川市では、地域発次世代イノベーター（地方創生人
材）を育成するため、農学芸スクール事業を開始するに
至りました。
　この事業は、市内児童・生徒から希望者を募り、拠点
農地を中心とした農業体験、加工や流通を含めた各種
学習プログラム、販売体験を実施する企画を行ってい
る。具体的には、3種類のハーブを栽培し、商品化、販
売までも担っています。
　この農学芸スクール事業は、地方創生的観点、農業的
観点、人材育成的観点、教育的観点を含む総合的効果をもたらす事業と考えられることから、さく
ら市の参考としたいです。

建設経済常任委員会行政視察研修報告

建
設
経
済
常
任
委
員
会
研
修
報
告

研修内容　平成30年　月14日～16日5
○静岡県菊川市、農学芸スクール事業について
 【静岡県菊川市】

　長浜市は衰退が著しかった中心市街地商店街活性化
の切り札として、黒壁スクエア事業を開始しました。こ
の事業は、歴史性・文化芸術性・国際性の3つのコンセ
プトから、大型店では真似のできないこと、地域の産業
を圧迫しないこと、上記の3つのコンセプトを充たすも
のとしてガラスを通じた店舗展開を行っています。そ
の結果、観光客は年間約200万人が訪れるまでになりま
した。
　こういったプロセスを精査し、さくら市の今後の中心
市街地活性化事業の参考としたいです。

○滋賀県長浜市、黒壁スクエアによるまちづくり
 【滋賀県長浜市】

　宇治市では、平成13年度に「宇治市観光基本計画」を
策定し、源氏物語ミュージアムのリニューアル等の様々
な事業を展開し、源氏物語千年紀にあたる平成20年に
は、556万人の観光客を迎えるまでに至りました。その
後、平成25年に「宇治市観光振興計画」を策定し、近年
の観光客のニーズや社会情勢の把握、平等院鳳凰堂など
の観光資源に磨きをかけています。またインバウンドに
も力を入れており、観光客の約　割が外国人です。3
　「宇治市観光振興計画」の基本方針である、「宇治らし
さを極める」「おもてなし力を極める」「情報発信力を極める」をさくら市の観光振興の参考とした
いです。

○京都府宇治市、宇治市観光振興計画について
 【京都府宇治市】

さくら市議会だより　No.54 ●16

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
研
修
報
告

文教厚生常任委員会行政視察研修報告

　鹿児島市のいじめ防止基本方針の印象として、具体的かつ、わか
りやすく記載されており、市独自としての取り組みも盛り込まれた
内容となっていました。 実際には策定にあたり、独自の施策をど
のように盛り込むかを苦労されたそうです。 巻末資料としていじ
め対策のリーフレットや、対応フロー図、また市独自の施策である
「ニコニコ月間」や「明るく楽しい学校づくり市民大会」の実施要
項なども添付してあることでより読む側にわかりやすく、いじめ問題に対して市民全体として取り
組んでいこうという姿勢が感じられました。

◯いじめ防止基本方針について　　
【鹿児島県鹿児島市】

研修内容　平成30年　月14日～16日5

　知覧特攻平和会館は、第二次世界大戦末期、沖縄戦の劣勢を一
挙に挽回するため、人類史上類のない作戦で爆装した飛行機もろ
とも体当たり攻撃をした陸軍特別攻撃隊員の遺品や関係資料等を
収集保存展示しています。
　毎年　万人を超える県内外の小中高等学校の児童生徒が修学旅4

行などで知覧特攻平和会館を訪れていますが、過去10年間の南九州市内の小中学校の利用状況は、
小学校が40パーセント、中学校で70パーセントと、郷土教育の充実・振興及び郷土素材を活用し
た平和学習が十分ではない実態があります。そこで、市独自の教育内容として「平和を語り継ぐ都
市」学習を特設させ、郷土素材を活用した平和に関する教育の推進をスタートしました。 具体的に
は、各学校の実態に応じて知覧特攻平和会館へ訪問し、語り部の講話や会館内の展示物、周辺の戦
跡等で主体的に学ばせ、平和学習の充実を図っていきます。

◯知覧特攻平和会館について
　　平和教育について　　施設運営管理について1 2

【鹿児島県南九州市】

　横峯さくら氏の叔父にあたる横峯吉文氏が理事長を務める保育園
で、「ヨコミネ式」と呼ばれる同氏が提唱する幼児教育法を実践する
園でもあります。子どもたちが「自立」すること（自ら考え、自ら
判断し、自ら行動し・実践すること）を目的にしており、「すべての
子どもが天才である」という考え方を前提に、自立に必要な「心の
力・学ぶ力・体の力」を育むことで子どもたちが持つ可能性を最大
限に引き出していきます。子どもの「できることは面白い」→「面白いから練習する」→「上手に
なると大好きになる」→「次の段階に進みたくなる」という法則により、生まれ持っている才能を
開花させ、「競争したがるスイッチ」、「真似をしたがるスイッチ」、「ちょっとだけ難しいことをした
がるスイッチ」、「認められたがるスイッチ」の　つのスイッチより自立に必要な　つの力が備わっ4 3
ていきます。それを基にした一日のタイムスケジュールは、一般的な保育園と比べ独特のカリキュ
ラムで構成されています。お昼寝の時間が存在しないこと、英語や体操、読み書きそろばんに加え、
特に特徴的だったのはピアニカの授業でした。
　園長先生の「飛ぶことが重要なのではなく、飛ぶまでの心の課題が大切」という言葉が印象深く
残っています。 たくましく、小さな体全部で学ぼうとするこどもたちの姿に、教育のあり方を考え
させられる機会を得ました。

◯伊崎田保育園について　
【鹿児島県志布志市】

政務活動費について　さくら市議会は支給されておりません。
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検 証 どうなったんべ　あの質問は…？

「議会だより」の配置場所
●さくら市役所本庁舎 ●氏家・喜連川保健センター ●和い話い広場
●喜連川支所 ●さくら市ミュージアム 荒井寛方記念館 ●氏家福祉センター
●卯の里庁舎 ●eプラザ壱番館 ●喜連川社会福祉センター
●氏家・喜連川公民館 ●道の駅きつれがわ ●氏家・上松山・喜連川児童センター
●氏家・喜連川体育館 ●市営もとゆ温泉 ●南小学童保育センター
●氏家・喜連川図書館 ●市営露天風呂 ●さくらテラス

ご自由にご覧ください

ど
う
な
っ
た
ん
べ　

あ
の
質
問
は
…
？

議員が行った一般質問は、市政にどのように反映されているのでしょうか。
これまでの質問の中から取り上げて、その後の状況をお知らせします。

「企業誘致アドバイザー」について

以 前 は … 現 状 は …

　企業誘致に関しては、商工観
光課で所管しており、優遇措置
等の支援は行われていましたが、
新規企業誘致に係る情報収集や
市内企業が抱えている課題等の
整理においては、行政職員では
頻繁な企業訪問による情報把握
及び専門性が十分でなかったこ
とから、的確な協力支援が行え
る体制が確立されていませんで
した。

　民間企業（銀行）OBである企業誘致アドバイザーの配置に
より、
　　．市外の企業に対する市のPR活動、誘致の働きかけ。1
　　．企業誘致に係る情報収集及び情報交換。2
　　．市内企業訪問での課題の整理、事業拡大等への支援。3
　　．商工会や金融機関との各種調整。4
等を重要な取り組みとして位置づけ、県外出張も含め業務を遂
行しています。
　平成29年度の活動実績としては、企業の動向を確認するた
め、企業・金融機関・不動産会社・県関係機関等へ233回訪問
し、情報交換の実施をはじめ、市内企業の操業上の問題解決に
向けた助言等の支援業務18回、新規立地に向けた空き工場等
用地の所有者への意向調査並びにマッチング業務を73回行い
ました。

平成28年第　回定例会、平成28年第　回定例会、平成29年第　回定例会の一般質問1 2 2

さくら市議会だより　No.54 ●18

議
会
広
報
委
員
会
研
修
報
告

議会広報委員会行政視察研修報告

◯議会だより編集等に関する調査について
研修内容　平成30年　月　日～　日5 8 9

　現在はリニューアルの最中で、より
多くの議会記事や写真を盛り込むため
に、タブロイド版からA　カラー版に4
変更する予定です。
　配布方法は、全市民への周知の観点
からポスティングで行っています。
　また議会タブレットは未導入（執行
部は導入済）です。本会議のネット動
画配信はライブ中継及び録画配信によ
り実施しています。

【茨城県つくば市】

　さくら市議会と同じA　版であり、表4
紙の写真に力を入れるとともに、特集
ページを設けて、現在は茨城国体を取り
あげています。さくら市議会の倍の文字
数で詳細な情報を発信しています。
　配布方法については区長を通じ回覧配
布で行っています。議会タブレットは執
行部も含め未導入です。つくば市同様ラ
イブ中継及び録画配信を行っています。

【茨城県 潮来 市】
 いたこ 

　業者選定を「公募型プロポーザル」で実施
しています。デザイナーによる紙面全体・イ
ラスト・ロゴのデザイン作成を含んだ、3年間
の長期契約で行っているので、誌面のセンス
は抜群です。
　配布方法は新聞折込です。また議会タブ
レットは未導入（執行部も同様）ですが、個
人持ち込みは可能としています。本会議の様
子はケーブルテレビ及びネット動画（ライブ
中継及び録画配信）にて配信を行っており、
委員会の様子も配信（ライブ中継のみ）して
います。

【千葉県成田市】
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市議会だより

産
後
女
性
が
活
き
る
場
を

　

さ
く
ら
市
に
越
し
て
来
て
6
年
が

経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
に
2
回
の
出

産
を
経
験
。
産
後
の
母
親
が
直
面
す

る
問
題
を
体
感
し
、
現
在
、
主
に
未

就
園
児
の
子
供
と
母
親
が
集
え
る
場

所
「
子
育
て
シ
ェ
ア
会
」
を
月
に
一

度
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り

幅
を
広
げ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
展
開
予
定
で
す
。

　

産
後
女
性
は
大
き
な
パ
ワ
ー
を
秘

め
て
い
ま
す
。
そ
の
パ
ワ
ー
を
使
う

機
会
を
“
待
つ
”
の
で
な
く
、“
活
か

し
た
い
”
と
思
え
る
居
場
所
づ
く
り

や
仕
掛
け
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
働

い
て
い
る
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、

母
親
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
1
人
の

女
性
と
し
て
イ
キ
イ
キ
と
生
活
で
き

た
ら
、
大
好
き
な
さ
く
ら
市
が
ま
す

ま
す
魅
力
的
に
な
る
！
そ
う
感
じ
て

い
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
出
産
を
終
え
た
ば
か

り
の
女
性
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
街
で
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た

お
母
さ
ん
を
見
か
け
た
ら
、
声
か
け

は
ま
ず
「
頑
張
っ
て
い
る
ね
。」
の
一

言
を
。
地
域
全
体
で
赤
ち
ゃ
ん
を
見

守
り
、
産

後
女
性
を

労
っ
て
あ

げ
ら
れ
た

ら
素
敵
だ

な
。
と
強

く
思
っ
て

い
ま
す
。  

磯  
部 　
 
里  
恵 
（
横
町
）

い
そ 
べ 

り 

え

子育てシェア会

▶お知らせ
　

最
後
ま
で
ご
覧
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
日
、
米
朝
首
脳
会
談
が
史
上
初
め
て
開
催
さ
れ
、

融
和
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
2
度
ほ
ど
、
J
ア
ラ
ー
ト
が
流
れ
緊
張
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
も
う
二
度
と
ミ
サ
イ
ル

が
日
本
に
向
け
て
飛
ん
で
こ
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

　

ま
た
、
水
害
等
の
災
害
の
季
節
と
な
り
ま
す
。
防

災
・
減
災
に
対
し
て
は
、
今
後
と
も
議
会
と
し
て
も

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 　
（
岡
村
浩
雅
）

編
集
後
記

議会広報委員議会広報委員会会

　月　 日（火）〜9 4
　月26日（水）　9

＊正式な日程は、後日開催する
議会運営委員会にて決定いた
します。

▶次回
9月定例会予定

岡
村

浩

　

岡
村　

浩
雅雅

加
藤

朋

　

加
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結婚祝※

町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・飲食物の
差入

病気見舞

入学祝・卒業祝

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の差入

みんなで徹底しよう

これらのものも、政治家の寄附禁止の
対象となります。

贈らない！

求めない！ 受け
取らない！

三ない運動

葬儀の花輪・
供花

お祭りへの
寄附・差入

落成式・
開店祝等の
花輪

お歳暮・お年賀

香典※

※政治家本人が結婚披露宴、葬式等に自ら出席してその場で行う場合は罰則が適用されない場合があります。
※議員の初盆での御香典や寄付は、公職選挙法により禁じられています。


